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若手コーナー

　全国的にも沖縄県医師会でも医師会の組織率
の低下（入会者の減少）は喫緊に解決しないと
いけない課題であり、わたくしども沖縄県医師
会も含めて、また日本医師会でも様々な策を講
じてこの課題を乗り越えるべく画策をしている
ところである。日本医師会では研修医の会費
を 5 年間無料とし、また沖縄県医師会でも毎
年 4 月に行われる研修医歓迎レセプションや
琉球大学医学部の授業の中で医師会活動や医師
会入会の意義をお伝えしている。少しずつ入会
率が上昇し、これらの活動の一定の効果が得ら
れてはいるが、若い世代の先生方にもっともっ
と医師会活動の内容をお伝えし、加えて若い世
代の先生方にもっともっと医師会活動に参加し
ていただきたく、この度沖縄県医師会では若手
医師の会「Team F-Vision supported by OMA」
を設立した（F-Vision の F は Future の略で、
OMA は Okinawa Medical Association つまり沖
縄県医師会の略である）。
　Team F-Vision の活動目標を「誰もが取り残
されない魅力ある医療を、若い世代から先輩医
師まで切れ目のない世代で考え創る」とし、若
い世代にも積極的に沖縄県の医療創り、医療
施策の構築に参加して頂きたいと考えている。
Team F-Vision のメンバーは、安里眼科の安里
良先生に委員長を、嘉数胃腸科内科の嘉数昇達
先生に副委員長をお願いし、沖縄第一病院の宮
城剛志先生、琉球大学の宮城朋先生、中頭病院
の幸喜絢子先生と同じく中頭病院の仲村尚司先
生、そして海邦病院の富名腰亮先生にご参加頂
き、琉球大学の銘苅桂子教授と宜野湾記念病院

の末永正機先生、そして小生がお姉さんお兄さ
んアドバイザーとして参加させて頂いている。
若手の先生方で Team F-Vision に参加したい
という先生方がいらっしゃいましたら、沖縄県
医師会まで是非ともご連絡を頂けますと幸いで
す。また先輩方でも Team F-Vision の皆様と
の意見交換や交流のご希望がございましたら遠
慮なくご連絡を頂けますと幸いです。
　若い先生方の意見が県医師会、各郡市医師会
や市町村行政・県行政との会議の中で反映され
たら良いなあ、とTeam F-Visionの先生方に様々
な会議に参加頂くことを企画している。まず第
一弾として 2024 年 3 月 22 日に那覇市医師会理
事会に Team F-Vision の先生方にオブザーバー
として参加いただき、那覇市医師会の理事の先
生方と特に那覇市の医療について意見交換を
行った。またその後懇親の場では食事をしなが
ら医療のこと、時には医療を超えた人生訓も含
めて楽しい時間を過ごさせて頂いた。今後は宮
古・八重山を含めた各郡市医師会や沖縄県医師
会理事会、様々な委員会にも参加を頂き、若い
世代の意見をお話して頂きたいと考えている。
　また現在 Team F-Vision 主催の沖縄県の医療
の未来を考えるシンポジウムと大懇親会を企画
している。本シンポジウムでは研修医や若手の
先生方のみならず、医学部の学生やもちろん先
輩医師の皆様にもご参加頂き、会場を巻き込ん
だ大討論会を考えている。具体的なコンテンツ
はこれから詰めるところだが、特に沖縄県の医
療界が抱える喫緊の課題の抽出や解決策の討議、
そして 10 年後 20 年後の医療界の中枢を担う世
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代がどのような医療の未来を描いているのか？
その未来の医療の実現に向けて何をしたらよい
のか、徹底討論を行いたいと考えている。もち
ろん討論会の後は食事を交えた親睦会も企画
しており、県内医療界の横のつながり、縦のつ
ながりを強固なものとして、沖縄県の医療界が
One Team で明るい未来を邁進するきっかけに
なればと、そんなシンポジウムにしたいなあと
考えている。本シンポジウムにも是非とも多く
の皆様のご参加をお待ちしております。
　更に沖縄県医師会医学会総会の中でも若手医
師シンポジウムを企画したいと考えており、医
学会では特に研修医の先生方が多く参加するの
で、研修医の皆様に若手医師の考え、医師会活
動の内容などをお伝えできたらと考えている。
　医師会広報の在り方も大変重要な課題であ
る。若い先生方や市民・県民あるいは国民の皆
様から「医師会って何をやっている組織なのか
わからない」といった声がしばしば聞かれる。

広報誌やホームページといった通り一辺倒の広
報では残念ながら我々がお伝えしたい内容が届
きづらい。小生が沖縄県医師会最年少理事と
なって 3 期 6 年が経過し、この度最年少は脱し
たものの若手理事として本問題に取り組まない
といけないと日々考えている。ただ医師会若手
理事とはいえ、来年は齢 50 の年。老眼が進み、
中年体型と頭皮の弱体化に比例して頭の柔らか
さもいささか衰えを感じている。20 歳代 30 歳
代の皆様の心を打つような、今風に言うと “さ
さる” 広報の在り方を Team F-Vision の皆様と
一緒に考え、お伝えしたい情報をしっかりとお
伝えし、若手医師の皆様にも医師会活動に積極
的に参加を頂き、また市民県民の皆様に親しみ
やすい医師会を発信できたらよいなあと考えて
いる。
　Team F-Vision の活動が医師会のみならず、
沖縄県医療界発展の力になれたらうれしい限り
である。
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